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今月の表紙
プールで水遊び（のだがわこども園）

●主な記事
02	 加悦谷高校生徒と与謝野町長との対話授業

03	 連載「織物のまち」

12　防災訓練を開催します

Y O S A N O広報よさの

人・自然・伝統  与謝野で織りなす 新たな未来



８月号では、加悦谷高校・宮津天橋高校加悦谷学舎の取り
組みについて取り上げました。今月号は続編として、丹後
産地の現在と将来の可能性について考えた高校生の声を紹
介します。

織物のまち
MadeinYosano

Vol.6

宮
津
天
橋
高
校
加
悦
谷
学
舎

に
通
う
１
年
生
80
人
が
７
月
21

日
、
織
物
業
の
現
状
と
将
来
の

可
能
性
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。６

月
23
日
の
「
丹
後
ち
り
め

ん
の
歴
史
」
に
続
い
て
２
回
目

と
な
る
講
演
会
の
講
師
を
務
め

た
の
は
丹
後
織
物
工
業
組
合
・

安や
す

田だ

副
理
事
長
。
高
校
生
は
ス

ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
華

や
か
な
画
像
を
と
お
し
て
、
初

め
て
目
に
す
る
丹
後
ち
り
め
ん

の
世
界
に
魅
了
さ
れ
て
い
る
様

子
で
し
た
。

高
校
生
の
感
想
を
読
み
取
る

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ

て
「
織
物
の
ま
ち
」
で
あ
る
こ

と
や
「
丹
後
ち
り
め
ん
」
の
現

状
を
町
内
の
若
者
や
子
ど
も
た

ち
に
認
知
し
て
も
ら
う
必
要
性

が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。

今
後
い
っ
そ
う
、
織
物
業
界
や

関
係
団
体
と
と
も
に
、
こ
う

い
っ
た
取
り
組
み
の
輪
を
広
げ

て
い
き
ま
す
。

期待
驚き

疑問提案

変化

丹後ちりめんと聞いて、思いつ
くのは着物だったが、靴やネク
タイ、高級時計にも使われてい
ることを知って自分が思ってる
よりもすごいものと感じた

丹後ちりめんには古
いイメージしかな
かったが、すごく
かっこいいと思った

海外にも出回るすごいもの
なのに、日本人が「丹後ち
りめん」を口にするところ
をあまり見たことがないの
はなぜなのか

日本でもちりめんは売れて
いるのか

新しい人や新しい考え方、いろ
んな人が携わらないといけない

有線テレビや回覧板などで、今
回私たちが見せてもらったよう
な映像を流したりして、もっと
たくさんの人に知ってもらって
はどうか

丹後ちりめんがパリやニュー
ヨークなど世界中に発信され
ていることを知り驚いた

高校生でもちりめんを織れる
ということに驚いた

地域の伝統なので
100年と言わず、こ
れからずっと生き続
けてほしい

＼生徒の声／

ニュウマン新宿で丹後ちりめんをＰＲ
～丹後ちりめんを使用したコラボアート等展示と POPUP 販売～

丹後織物工業組合、京都府、丹後２市２町
等で組織する「丹後ちりめん創業 300 年事
業実行委員会」では、創業 300
年を迎えた本年をターゲットイ
ヤーとして、首都圏の発信力の
高い商業施設で丹後ちりめんを
発 信 す る た め、NEWoMan 新 宿

（ニュウマン新宿・東京都新宿区）
において「丹後ちりめんを使用
したコラボアート等展示」を 8
月 14 日から 9 月 30 日まで開催
しています。（POPUP 販売は８月
30 日で終了）

この取り組みは、丹後ちりめんの新たなブ
ランド「TANGO OPEN」の認定を受けた織物

事業者等が、丹後ちりめんの白生地（反物）
やシャットルなどの製織に使われる道具類を

提供。アーティスト田
た

中
なか

紗
さ き

樹氏
がコラボアート作品を制作・展
示し、丹後ちりめんの魅力発信
を行っているものです。与謝野
町からは「TANGO OPEN」の認定
事業者３社をはじめ７社が、ネ
クタイやバッグ、パジャマ、布
団カバーなど、シルクを使った
さまざまな商品を出展し、販売
を行いました。

なお、コラボアート作品は、今
回の展示終了後、丹後地域に寄贈され、丹後
地域でも情報発信等に活用される予定です。

まちの話題ワイド

加悦谷高校生徒と与謝野町長との対話授業
生徒、学校、そして地域の未来を考える

7 月 28 日、加悦谷高校・宮津天橋高校加悦谷学

舎において、「加悦谷高校生徒と町長による対話授

業」を開催しました。13 回目を迎えた今回の対話

授業は、これまでの町主導の開催とは異なり、生徒

会メンバーにより対話授業実行委員会が立ち上げら

れ、テーマ設定や山
や ま ぞ え

添町長への依頼、当日の司会進

行などを生徒自身が実施。自分自身、そして学校、

地域の成長につなげたいという思いから、「未来」

をテーマに、２、３年生 9 人が参加し、町長による

講話とグループディスカッションを行いました。

町長による講話では、フランス留学による経験や

町長になるまでの経緯、家族のことなど 5 つの項目

について生徒に紹介。町長が政治家を目指すきっか

けとなった出来事や生きる上で大切にしている考え

方などが語られました。

その後、「高校生が与謝野町にできること」をテー

マに、グループディスカッションを実施。「少子化

が進行し産業が衰退していると感じる」「空き家が

多い」など生徒が与謝野町で生活を送る中で感じる

課題を挙げ、町の人口推移や空き家の現状について

町長に説明を求めながら、高校生ならではの視点

でまちづくりへの参画を模索。「ＳＮＳを活用して、

行ってみたいと思えるまちの魅力・場所を発信する

のはどうか」「空き家を改修して高校生が集える場

所を作れないか。高校生が企画する期間限定のカ

フェを開くと話題性があっていいかも」など、町の

活性化に向けた具体的な取り組みが提案されました。

最後には、町長から「皆さんから出された案で、

本当に実行に移すなら町は全面的にバックアップを

する。ぜひ『考える』から次は『行動する』のステッ

プに移行していってほしい」と生徒にメッセージが

送られました。

地域課題の解決に向け議論が行われたグループディスカッション

― 

第
７
次
発
掘
調
査
報
告 

―

日ひ
よ
し
が
お
か

吉
ヶ
丘
遺
跡

弥
生
時
代
中
期
の
生
活
を
知
る
上
で
重
要
な
発
見

加
悦
地
域
の
認
定
こ
ど
も
園
整

備
事
業
に
先
立
ち
、
本
年
５
月
か

ら
建
設
予
定
地
内
の
旧
桑
飼
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
中
央
付
近
の
発
掘

調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

環
濠
の
範
囲
が
明
確
に

日
吉
ヶ
丘
遺
跡
は
、
旧
桑
飼
小

学
校
が
あ
る
丘
全
域
の
大
き
な
集

落
跡
で
、
弥
生
時
代
中
期
中
頃
か

ら
後
半
、
約
２
１
０
０
年
前
の
与

謝
郡
域
の
拠
点
的
集
落
跡
と
推
察

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
調
査
で

は
、
環か
ん
ご
う濠

と
呼
ば
れ
る
山
城
跡
の

空か
ら
ぼ
り堀

に
似
た
大
溝
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
環
濠
が
あ
る
こ
と

は
以
前
か
ら
分
か
っ
て
い
ま
し
た

が
、
環
濠
で
囲
ま
れ
る
範
囲
が
明

確
に
な
り
ま
し
た
。
環
濠
を
備
え

る
集
落
は
地
域
の
中
心
的
な
役
割

を
担
っ
た
原
始
都
市
的
な
村
と
も

考
え
ら
れ
て
お
り
、
人
・
モ
ノ
・

情
報
の
拠
点
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

希
少
性
の
あ
る
出
土
品

出
土
品
の
中
で
特
筆
さ
れ
る
も

の
に
、
ヒ
ス
イ
の
勾ま
が
た
ま玉

が
あ
り
ま

す
。
弥
生
時
代
の
古
い
時
期
の
ヒ

ス
イ
勾
玉
は
、
京
都
府
北
部
地
域

で
５
遺
跡
８
点
程
度
し
か
発
見
さ

れ
て
い
な
い
希
少
な
も
の
で
、
さ

ら
に
、
ヒ
ス
イ
勾
玉
が
出
土
し
た

遺
跡
は
地
域
の
拠
点
的
集
落
ば
か

り
で
す
。
当
時
の
首
長
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
も

想
起
さ
れ
ま
す
。

最
後
に
、
今
回
の
発
掘
調
査
に

ご
協
力
、
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま

し
た
す
べ
て
の
皆
さ
ま
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今回の調査範囲

発見された環濠跡

出土した

希少なヒ

スイ勾玉
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がんばってます！消防団 編集 ● 第２分団

大切です
“早めの避難行動”
風水害から身を守るためには

が

危

険

度

　各自治体から発令される避難情報に

は、危険度の低い順から、「避難準備・

高齢者等避難開始」、「避難勧告」、「避

難指示（緊急）」の３つがあります。「避

難準備・高齢者等避難開始」が発令さ

れた段階から主要な指定避難所が開設

されます。夜暗くなってからの避難は

危険ですので、日没前の明るいうちに

避難を完了できるようにしましょう。

３つの 避難情報
～高齢者等は早めに避難を～

避難準備・
高齢者等避難

開始

避難勧告

▼

▼

避難指示

（緊急）

＜市町村＞ ＜住民＞

気象情報に注意し、
避難準備をする

避難に時間を要する方
は避難する

一刻も早く避難する

避難が済んでいない人
はただちに避難する

外出することが困難な
場合は、屋内で安全を
確保する

　近年は、異常気象により大気が不安定になることが多く、台風以外でも線状降水帯や集中豪雨で台風並み

かそれ以上の雨が降り、いつなんどき災害が起こるか分かりません。また、1時間に 20mm以上の強い雨

が降ったり、降り始めてからの総雨量が 100mmを超えると、土砂災害が発生しやすくなると言われており、

洪水は大雨よりも少し遅れて起こります。がけ崩れなどは雨が止んだあとに起こることもあるため、大雨の

あとは数日は注意をしてください。

増加する集中豪雨 ～天気予報や町内放送で情報収集を～

やや強い雨 強い雨 激しい雨
非常に
激しい雨

猛烈な雨

１時間に

10～20mm

１時間に

20～30mm

１時間に

30～50mm

１時間に

50～80mm

１時間に

80mm以上

ザーザーと降り、地
面一面に水溜りがで
きる。長く降り続く
ときは注意が必要。

どしゃ降りで、傘を
さしていても濡れて
しまう。車の場合、
ワイパーを速くして
も見づらい。

バケツをひっくり返
したように降る。道
路が川のようにな
る。高速走行時、ブ
レーキが効かない。

息苦しいような圧迫
感がある。雨による
大規模な災害が発生
する恐れが強く、厳
重な警戒が必要。

滝のように降り、傘
が全く役に立たず、
先が見えない。中小
河川が氾濫する可能
性が高くなる。

■ 雨の降り方（１時間雨量）と災害の危険性

浸水被害を軽減す

ることができる

「土のう」を、役

場各庁舎等に常備

していますので、

ご活用ください。

土のうを活用
いただけます
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人
生
１
０
０
年
時
代
。
し
か
し
、
体

力
の
変
化
は
年
齢
や
個
人
に
よ
っ
て
違

い
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
フ
レ
イ
ル
の

視
点
か
ら
体
力
・
健
康
づ
く
り
を
考
え

た
い
と
思
い
ま
す
。

フ
レ
イ
ル
と
は

年
を
重
ね
心
身
の
活
力
（
筋
力
・
認

知
機
能
・
社
会
と
の
つ
な
が
り
等
）
が

低
下
し
た
状
態
を
『
フ
レ
イ
ル
』
と
い

い
ま
す
（
左
図
参
照
）。
フ
レ
イ
ル
は
、

「
虚
弱
」「
老
衰
」
等
を
意
味
し
、
長
期

健やか広場　 フレイル予防 ～理学療法士によるワンポイント講座～

フレイルチェックをやってみよう

０項目：健常　／　１～２項目：プレ・フレイル（前段階）　／　３項目：フレイル

間
放
っ
て
お
く
と
要
介
護
状
態
に
な
る

危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。「
外
出
の

機
会
が
以
前
よ
り
減
っ
た
」「
筋
力
の

衰
え
を
感
じ
る
」「
か
む
力
や
飲
み
込

む
力
が
弱
く
な
っ
た
」「
よ
く
む
せ
る
」

と
い
う
人
は
フ
レ
イ
ル
の
危
険
信
号
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
フ
レ
イ
ル
の
兆
候
を
早
く

発
見
し
対
策
を
行
え
ば
健
常
な
状
態
に

戻
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
ず
は
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
で

健
康
状
態
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

フ
レ
イ
ル
対
策
の
３
本
柱

①
栄
養

タ
ン
パ
ク
質
（
肉
・
魚
・
大
豆
等
）

と
水
分
を
し
っ
か
り
と
り
ま
し
ょ
う
。

よ
く
か
ん
で
し
っ
か
り
食
べ
ま
し
ょ
う
。

②
身
体
活
動

プ
ラ
ス
10
分
の
意
識
（
歩
く
・
軽
い

体
操
・
運
動
等
）
や
ス
ポ
ー
ツ
の
実
践
。

③
社
会
参
加

外
出
・
人
と
の
交
流
・
社
会
参
加
活

動
で
人
や
地
域
と
つ
な
が
り
ま
し
ょ
う
。

そ
の
中
で
も
、
③
社
会
参
加
（
人
や

社
会
と
の
つ
な
が
り
）
が
減
る
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
ド
ミ
ノ
倒
し
の
よ
う
に

フ
レ
イ
ル
が
進
ん
で
い
き
ま
す
。
対
策

に
は
「
人
や
社
会
と
の
つ
な
が
り
」
が

重
要
な
の
で
す
。

高
齢
者
だ
け
の
問
題
で
は
な
い

体
力
の
衰
え
を
感
じ
た
時
か
ら
フ
レ

イ
ル
は
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
気
づ
い

た
時
が
変
わ
れ
る
第
一
歩
。
あ
い
さ
つ

か
ら
人
と
の
つ
な
が
り
を
始
め
た
り
、

駐
車
場
で
車
を
遠
め
に
置
い
て
歩
く
量

を
増
や
し
た
り
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
や
高
齢
者
サ
ロ
ン
等
に
楽
し
み
な
が

ら
参
加
す
る
な
ど
、「
新
し
い
生
活
様

式
」
を
踏
ま
え
て
、
自
身
が
コ
ツ
コ
ツ

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

□ 体重減少　６ヵ月で２～３㎏以上の体重減少がある　

□ 筋力低下　握力が男性 26 ㎏未満、女性 18 ㎏未満（ペットボトルのふたを開けにくくなった）

□ 歩行速度　以前より歩くのが遅くなったと感じる（青信号の間に横断歩道を渡りきれない）

□ 身体活動　外出が減り、人との交流が減った。定期的な運動・スポーツをしていない



舞鶴市に営業所を構えておられる株式会社日本サルベージサービス（本社：京都市）様から「フェ
イスマスク」（1 万枚）を寄贈いただきました。

今回、新型コロナウイルス感染症の影響によりマス
ク不足が生じ、現在に至っては一定の回復が見られる
ものの、３密（密閉・密集・密接）を避け、新しい生
活様式（身体的距離の確保、マスクの着用、手洗い）
の実践にはまだまだマスクが欠かせないことから、本
製品を寄贈いただきました。寄贈いただいた製品は、
今後の各種感染症の発生時に有効に活用させていただ
きたいと考えており、引き続き感染症対策に努めてま
いります。

ご寄贈いただき誠にありがとうございます。 寄贈いただいフェイスマスク

（株） からフェイスマスク を寄贈いただきました日本サルベージサービス様 

A L Tリレーコラム ［第 110 回　夏の思い出　by パシェコ・マテウス］	 COLUMN

皆 さん、こんにちは、マテウスです。日本の夏
といえば、花火がとても印象的ですね。与謝

野町近辺でも美しい花火が上がり、新型コロナウイ
ルス感染症の感染拡大によって落ち込んでいる人々
を勇気づけてくれました。
今年は新型コロナウイルス感染症の影響により、
日本各地で夏の催しの多
くが中止になり、とても
寂しく感じています。昨
年の夏は来日初年度でし
たが、多くの催しに参加
し、大変楽しく過ごすこ
とができました。私に
とって、日本の夏に行わ
れる催しの多さは大変印
象的でした。日本と異な
り、私の母国であるアメ
リカでの夏の催しといえ
ば、毎年７月４日に行わ
れる独立記念日（インデ
ペンデンス・デイ）のお
祝いのみなのです。
独立記念日とは、アメリカがイギリスから独立し、
アメリカという国家が生まれた日のお祝いを行う記
念日です。そのため、この記念日には「アメリカ国
旗」をテーマにし、国旗の色である赤・青・白を用
いた飾りつけを国中で行います。
この日、私たちは家族で集まり、自由の国アメリ
カに生まれたことを誇りに思い、感謝し、バーベ
キュー等をしながら日中を楽しく過ごします。夜に

は花火を見るために近くの公園へと向かいます。７
月４日には多くの公園で花火を行うので、アメリカ
のどこにいても花火を楽しむことができます。また、
日本とは異なり花火が上がるときにはアメリカ国歌
が流れることも印象的です。

今年の７月４日は日本にいましたが、妻とともに
小さな花火で独立記念日
のお祝いをしました。母
国から遠く離れたこの地
でもお祝いをすることが
でき、大変うれしく思い
ました。

この夏、私は与謝野町
を離れます。日本での生
活はとても充実しており、
多くのことを学び、成長
することができました。
与謝野町の皆さんとお別
れをしなくてはならない
ことはとても寂しいこと
ですが、私はこの町です

ばらしい皆さんと過ごした日々を決して忘れません。
与謝野町の皆さんと出会うことができて、本当に幸
せでした。さよならは寂しいので言いません。また
会いましょう！　与謝野町の皆さん！

日本の線香花火はとても美しいですね（筆者：右）

与謝野町観光協会ＨＰでは、インバウン

ド（訪日観光客）向けに、ＡＬＴが外国

人目線で与謝野町の魅力を発信する「ALT 

Eyes」を随時更新中。旬の話題が盛りだく

さんの観光協会ＨＰをぜひご覧ください！ 観光協会ＨＰ

図書館へ行こう！		  BOOKS

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
●開館時間／午前 10 時～午後６時　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

『うちの父が運転をやめません』
　　　　　　　　垣谷美雨／ＫＡＤＯＫＡＷＡ

一般書  ●『女帝小池百合子』石井妙
子／文藝春秋 ●『自分のことは話す
な』吉原珠央／幻冬舎 ●『エクセル
最強時短仕事術』守屋恵一／技術評

論社 ●『人口で語る世界史』ポールモーランド
／文藝春秋 ●『死という最後の未来』石原慎太
郎／幻冬舎  ●『欲が出ました』ヨシタケシンス
ケ／新潮社●『これ一冊ではじめる！日曜大工
』山田芳照／ナツメ社 ●『コロナ黙示録』海堂
尊／宝島社　 児童書  ●『しゃかしゃか』新井洋

今月の
新着図書

敬老の日にちなみ、自分らしく生きるシニアの方々に関する本をご紹介します。本
館には、これ以外にもおすすめ本をそろえたコーナーがありますのでご覧ください。自分らしく

高齢者ドライバーの事故を
心配して、78 歳になる父
親に運転をやめさせようと
する子どもたちと、それを
拒む親。果たして彼らの出
した結論とは？　誰もが直
面する「高齢化」「介護」「結
婚」といったテーマで小説
を書き続けている著者の最
新作。

『95 歳まで生きるのは幸せですか？』
瀬戸内寂聴／池上彰／ＰＨＰ研究所

88 歳からが本当の老後、い
ただいた命を自分らしく生き
よう。波瀾万丈の人生を送っ
てきた 95 歳（出版時）の作
家に、ジャーナリストが「老
後の心構え」を聞き出し、超
高齢化社会の日本における

「老い」や「死」について語
り合った 1 冊。

『小林照子流ハッピーシニアメイク　60 歳からの私が輝く』
	 小林照子／河出書房新社

いくつになっても自分らし
く過ごすために、メイクで
もっと自分の魅力を引き立
てることで、日々を楽しく
過ごせるはず。シンプルな
スキンケア＆メイクの秘訣
を 83 歳の現役美容家がや
さしく教えます。

『ぼくのおじいちゃん』
カタリーナ・ソブラル／松浦弥太郎／ＫＴＣ中央出版

時計職人だったおじい
ちゃんは、ピラティスと
ドイツ語を習い、毎日楽
しいランチに出かけ、や
りたいこと、好きなこと
をしている。ポルトガル
生まれで独特な色使いの
絵本は、「豊かな暮らし」

とはなにかを問いかける大人におすすめの 1 冊。

図書館利用に関するお願い

■
■

■

来館時にはできる限りマスク着用、手洗い、咳エチケットへのご協力をお願いします。
閲覧席が通常より少なくなっています。長時間滞在されていると職員が判断した場合にはお声かけする場
合があります。
図書館内では冷房中であっても換気のため窓を開ける場合があります。

行／くもん出版 ●『ティラノサウルスのはらぺ
こないちにち』竹下文子／偕成社 ●『手作りス
ライムとこむぎねんどの本』ジェイミー・ハリン
トン／オライリー・ジャパン ●『怪談５分間の
恐怖　見てはいけない本』中村まさみ／金の星社 
●『虫のしわざ図鑑』新開孝／少年写真新聞社 
●『夜やってくる動物のお医者さん』高橋うらら
／フレーベル館 ●『おはなしだいどころ』さい
とうしのぶ／ＰＨＰ研究所 ●『八月のひかり』
中島信子／汐文社
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入札日 工事名 場所 業者数 落札業者名 予定価格
（千円 / 税抜）

最低制限
価格

（千円 / 税抜）
落札金額

（千円 / 税抜）
落札率
（％） 工事期間

7/21 ゾブ川支線②水路改良（その９）工事 三河内地内 5 者 安田産業株式会社 8,024 7,005 7,005 87.30 R2/7/29 
～ R3/1/29

7/21 筒子川河川改良工事 滝地内 4 者 有限会社野口建設 3,654 3,163 3,163 86.56 R2/7/29 
～ R3/2/26

7/21 町営天神山団地外装等改善工事監理業
務委託 岩滝地内 8 者 一級建築士事務所浪江建築事

務所 789 － 580 73.51 R2/7/28
～ 12/10

7/28 下山田地区災害に強い森づくり事業
治山工事 下山田地内 6 者 石本建設株式会社 33,062 29,185 29,185 88.27 R2/8/3 

～ R3/2/26

7/30 石川地区面整備①工事 石川地内 6 者 石本建設株式会社 29,745 29,717 29,717 87.93 R2/8/7
～ 11/30

問 　総務課 ☎ 43-9010７ 月入札結果

高校魅力化コーディネーター 長谷川隊員
地域おこし協力隊通信 48

問　社会教育課 ☎ 43-9026

加
悦
谷
高
校
（
以
下
、「
加

悦
高
」）
な
ら
び
に
宮
津
天

橋
高
校
加
悦
谷
学
舎（
以
下
、

「
加
悦
谷
学
舎
」）
の
高
校
魅

力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
以
下
、「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」）
と
し
て
活
動
し
て

い
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

長は
せ
が
わ

谷
川
で
す
。

前
回
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
の
活
動
の
１
つ

で
あ
る
「
地
域
と
学
校
を
つ

な
ぐ
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

回
も
活
動
の
１
つ
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

今
の
学
校
教
育
に
は
、
小

中
学
校
で
「
総
合
的
な
学
習

の
時
間
」、
高
校
で
「
総
合

的
な
探
究
の
時
間
（
以
下
、

「
総
探
」）」
と
呼
ば
れ
る
科

目
が
あ
り
ま
す
。
も
の
す
ご

く
ざ
っ
く
り
い
う
と
「
考
え

ら
れ
る
人
に
な
る
」
こ
と
を

目
的
と
し
た
科
目
で
す
。
加

悦
高
な
ら
び
に
加
悦
谷
学
舎

で
は
、
こ
の
総
探
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
考
え
る
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
主
に
１
年
生
の
総
探
に

関
わ
っ
て
い
ま
す
。

１
年
生
の
総
探
の
テ
ー
マ

は
「
自
分
た
ち
の
地
域
を
知

る
」
で
す
。
１
学
期
は
、
地

域
に
興
味
関
心
を
持
っ
て
も

ら
う
た
め
に
、「
丹
後
ち
り

め
ん
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
講
演
会

で
は
丹
後
織
物
工
業
組
合
の

今い
ま

井い

英ひ
で
ゆ
き之

理
事
長
と
安や

す

田だ

章し
ょ
う
じ二

副
理
事
長
に
講
師
に
来

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
今
井
理
事

長
に
は
「
丹
後
ち
り
め
ん
の

こ
れ
ま
で
」
と
し
て
、
歴
史

を
絡
め
た
話
を
、
安
田
副
理

事
長
に
は
「
丹
後
ち
り
め
ん

の
こ
れ
か
ら
」
と
し
て
、
将

来
の
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
小
中
学
校
を
と
お
し

て
丹
後
ち
り
め
ん
に
つ
い
て

学
ん
で
い
る
生
徒
た
ち
も
多

い
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
知

ら
な
か
っ
た
こ
と
も
多
か
っ

た
よ
う
で
、「
小
中
学
校
で

学
ん
で
き
た
と
思
っ
て
い
た

け
ど
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な

い
こ
と
が
多
い
こ

と
が
分
か
っ
た
」

と
受
け
取
れ
る
量

が
増
え
て
い
る
こ

と
に
気
づ
い
た
生

徒
も
多
く
い
ま
し

た
。
同
時
に
、
丹

後
ち
り
め
ん
に
興

味
を
持
っ
て
く
れ

た
生
徒
も
い
ま
し

た
。２

学
期
以
降
も

い
ろ
い
ろ
な
分
野

で
地
域
の
方
々
に

関
わ
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

１
学
期
の
取
り
組
み
で
足
り

な
い
と
こ
ろ
に
も
気
づ
け
た

の
で
、
そ
れ
ら
を
改
善
し
つ

つ
、
生
徒
の
主
体
的
な
学
び

を
引
き
出
す
よ
う
な
仕
掛
け

を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

安田副理事長講演時のひとコマ

問　総務課 ☎ 43-9010
再編・統合に向け議論を開始
野田川地域の社会教育施設及び就学前教育・保育施設のあり方検討委員会

係
者
と
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、

あ
ら
た
め
て
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご

意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、「
野
田
川

地
域
の
社
会
教
育
施
設
及
び
就
学
前

教
育
・
保
育
施
設
の
あ
り
方
検
討
委

員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

初
回
の
委
員
会
で
は
、
20
人
を
超

え
る
方
々
が
傍
聴
さ
れ
る
中
、
山

添
町
長
が
「
こ
の
委
員
会
で
ご
議
論

い
た
だ
い
た
内
容
、
そ
し
て
出
さ
れ

ま
し
た
結
論
に
つ
い
て
は
、
最
大
限

の
尊
重
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
与
謝
野
町
が
持

続
可
能
で
子
ど
も
た
ち
に
も
優
し
い
、

そ
し
て
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
に
至

る
ま
で
、
す
べ
て
の
方
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

委
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
き
た
ん
の
な

い
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
本

委
員
会
の
推
進
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

そ
の
後
、
委
員
の
委
嘱
、
委
員
会
設

置
要
綱
の
説
明
、
委
員
長
の
選
出
の

ほ
か
、
町
の
各
計
画
の
概
要
説
明
や

要
請
書
の
内
容
報
告
、
今
後
の
会
議

の
進
め
方
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ

い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

※ 

会
議
結
果
お
よ
び
会
議
録
に
つ
い

て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確

認
い
た
だ
け
ま
す

７
月
９
日
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
知

遊
館
で
、
第
１
回
野
田
川
地
域
の
社
会

教
育
施
設
及
び
就
学
前
教
育
・
保
育
施

設
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
（
富と

み
野の

暉き

一い
ち

郎ろ
う

委
員
長
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

与
謝
野
町
で
は
、「
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
（
実
施
計
画
）」
の
「
公
共
施

設
整
備
の
原
則
」
に
基
づ
き
、
野
田
川

地
域
の
中
央
公
民
館
（
野
田
川
母
と
子

の
セ
ン
タ
ー
含
む
）、
野
田
川
体
育
館

お
よ
び
図
書
館
野
田
川
分
室
の
再
編
・

統
合
を
行
い
、
老
朽
化
す
る
施
設
を
解

体
・
撤
去
し
、
そ
の
場
所
に
、
野
田
川

地
域
の
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
を

設
置
・
整
備
す
る
計
画
案
を
策
定
し
進

め
て
き
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
か
ら
施
設
利
用
者
や
保

護
者
の
方
等
へ
の
説
明
会
や
懇
談
会
な

ど
を
開
催
す
る
中
で
、
計
画
の
概
要
な

ど
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
30
年
11

月
21
日
に
は
町
議
会
に
対
し
、
野
田
川

体
育
館
・
商
工
会
館
・
中
央
公
民
館
・

図
書
館
野
田
川
分
室
な
ど
の
取
り
壊
し

の
見
直
し
を
求
め
る
請
願
書
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
同
年
12
月
５
日

に
は
町
に
対
し
、
野
田
川
体
育
館
・
商

工
会
館
・
中
央
公
民
館
・
図
書
館
野
田

川
分
室
な
ど
の
取
り
壊
し
の
見
直
し
を

求
め
る
要
請
書
が
８
４
３
３
名
の
署
名

と
共
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
要
請

書
の
提
出
を
受
け
、
与
謝
野
町
で
は
関

『 広 報 よ さ の ８ 月 号 』
（No.174）において、掲
載内容に誤りがございま
した。以下のとおり訂正
しお詫びします。

訂正とお詫び

【訂正内容】
・P12 の「各種委員をご
紹介します」における教
育委員会委員・佐々木和
代さんの所在地につい
て、正しくは「明石」です。

町 政  News & Information
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お
悔
や
み

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

町内に配布している

広報誌には掲載しています

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

町内に配布している

広報誌には掲載しています

※この欄で紹介する出生とお悔やみは、７月 16 日から８月 15 日までの届け出分です。また、役場窓口で届出の際に希望された方のみを掲載しています。

令和２年７月末現在

まちのうごき

人　口	21,174 人（－ 26）

　男　	10,124 人（－ 14）

　女　	11,050 人（－ 12）

世帯数	 9,068 戸（－２）
※括弧内は前月比

与謝野町役場 
　☎ 43-9000（代表）

総務課
　☎ 43-9010 
防災安全課 
　☎ 43-9011
商工振興課
　☎ 43-9012
会計室
　☎ 43-9013
建設課
　☎ 43-9014
企画財政課
　☎ 43-9015
観光交流課
　☎ 43-9016

加悦庁舎 
　☎ 43-9001（代表）

税務課
　☎ 43-9020
福祉課
　☎ 43-9021
保健課
　☎ 43-9022
農林課
　☎ 43-9023
子育て応援課
　☎ 43-9024
教育委員会 学校教育課
　☎ 43-9025
教育委員会 社会教育課
　☎ 43-9026
議会事務局
　☎ 43-9027
CATV センター
　☎ 43-9028
野田川庁舎
　☎ 43-9002（代表）

住民環境課
　☎ 43-9030
上下水道課
　☎ 43-9031



寡
婦
福
祉
連
合
会
（
〒
６
０
４・０
８
７
４
京

都
市
中
京
区
竹
屋
町
通
烏
丸
東
入
ル
清
水
町

３
７
５
番
地　
京
都
府
立
総
合
社
会
福
祉
会
館

８
階　
☎
０
７
５・２
２
３・１
３
６
０
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
０
７
５・９
５
０・１
５
０
３
）
へ
。

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

　
ご
み
の
不
法
投
棄
は
犯
罪
行
為
で
あ
り
、
空

き
缶
な
ど
の
ポ
イ
捨
て
も
含
め
法
律
で
禁
じ
ら

れ
て
お
り
、「
５
年
以
下
の
懲
役
、
も
し
く
は

１
千
万
円
以
下
の
罰
金
」
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

不
法
投
棄
は
近
隣
の
迷
惑
に
な
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
環
境
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
の

で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。
与
謝
野
町
で
は
不

法
投
棄
者
が
判
明
し
た
場
合
は
、
警
察
と
連
携

し
て
対
処
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
私
有
地
は
所

有
者
で
不
法
投
棄
を
撤
去
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
の
で
、
所
有
者
ま
た
は
管
理
者
で
、
日
ご
ろ

か
ら
定
期
的
な
巡
回
や
草
刈
り
な
ど
適
正
な
管

理
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
不
法
投
棄
の
防
止
を

お
願
い
し
ま
す
。

問　
住
民
環
境
課
☎
４
３・９
０
３
０

今
、
思
い
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　
９
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
は
「
自
殺
予
防
週

間
」
で
す
。
自
殺
は
個
人
の
心
の
弱
さ
が
引
き

起
こ
す
の
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
複

雑
に
絡
み
合
い
、
誰
に
も
相
談
で
き
な
い
ま
ま

追
い
込
ま
れ
た
末
に
起
こ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
一
人
で
も
多
く
の
人
の
大
切
な
命
を
守
る

た
め
、
あ
な
た
の
身
近
な
人
に
小
さ
な
変
化
が

な
い
か
気
を
配
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
悩
ん
で

い
る
こ
と
に
気
付
い
た
ら
、
じ
っ
く
り
話
し
を

聞
き
、
専
門
機
関
へ
の
相
談
や
病
院
へ
の
受
診

を
す
す
め
て
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口　
京
都
府
自
殺
ス
ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー

（
臨
床
心
理
士
や
精
神
保
健
福
祉
士
な
ど
の
専

門
家
に
無
料
で
相
談
が
で
き
ま
す
。
１
人
で
抱

え
込
ま
ず
お
電
話
し
て
く
だ
さ
い
）

相
談
日
時　
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
お
よ
び

年
末
年
始
除
く
）　
午
前
９
時
～
午
後
８
時

問
・
申　
京
都
府
自
殺
ス
ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
７
０・７
８
３・７
９
７
）
へ
。

※ 

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
電
話
か
ら
も
相
談
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
「
友
達
」
登
録
の
上
、
無

料
通
話
機
能
を
ご
利
用
く
だ

さ
い

き
も
の
で
ぶ
ら
り
♪
ち
り
め
ん
街
道
２
０
２
０

中
止
の
お
知
ら
せ

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、「
き
も
の
で
ぶ
ら
り
♪
ち
り
め
ん
街
道

２
０
２
０
」
は
、
主
催
者
に
よ
り
開
催
の
中
止

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問　

き
も
の
で
ぶ
ら
り
♪
ち
り
め
ん
街
道

２
０
２
０
実
行
委
員
会
（
旧
尾
藤
家
住
宅
内
）

☎
４
３・１
１
６
６

問　農林課　☎ 43-9023町内で生産された農産物が購入できます

自衛官等を募集しています 問　自衛隊京丹後地域事務所　☎ 0772-64-2498

自衛隊では下記日程で自衛官等の試験を実施しています。詳しくは自衛隊京丹後地域事務所へ。
募集種目 年齢資格 受付期間 試験期日

自衛官候補生 18 歳以上 33 歳未満の方
常時受け付け

※ 細部については地域事務所に
お問い合わせください

受付時にお知らせします

防衛大学校学生
18 歳以上 21 歳未満の方
高卒者（見込み含む）または高専
３年次修了者（見込み含む）

10 月 22 日（木）まで 【１次試験】
11 月７日（土）、８日（日）

農家の方々を紹介して

いるポータルサイトの

ページ。丹精込めて生

産されています。

与謝野町農業ポータルサイト「YOSANO AGRICYCLE」 で販売農家を紹介しています。

ヨサノ アクグリサイクル

　「町内の農家からお米やお野菜を買いたいけどどんな人がいるかわからない」

と思われた方はいらっしゃいませんか？　与謝野町では農業を広く発信するた

め「与謝野町農業ポータルサイト」を開設しており、販売農家を紹介するペー

ジを設けています。農家の顔とともに、生産品目や問い合わせ先を記載してお

り、欲しいときに農産物を購入することができますので、ぜひご活用ください。

　ページに載っていない農家の方も登録可能です。登録希望の農家は農林
課までお問い合わせください。ホームページ掲載に向けて、写真撮影や農
業経営の状況等を聞き取りさせていただきます。

お知らせページ 問＝問い合わせ先

申＝申し込み先・方法

問

申

令
和
２
年
国
勢
調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
令
和
２
年
10
月
１
日
を
基
準
日
と
し
た
令
和

２
年
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。国
勢
調
査
は
、

統
計
法
に
基
づ
き
５
年
ご
と
に
行
わ
れ
、
日
本

に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
・
世
帯
を
対
象
と

す
る
国
の
最
も
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。
国
勢

調
査
に
よ
り
得
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
統
計
は
幅

広
い
分
野
で
利
用
さ
れ
、
私
た
ち
の
よ
り
良
い

暮
ら
し
や
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
さ
れ

て
い
ま
す
。
９
月
中
旬
以
降
に
、
調
査
員
が
各

世
帯
を
伺
い
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
必

ず
ご
回
答
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

回
答
方
法　
同
封
の
封
筒
に
よ
る
郵
送
、
も
し

く
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
回
答

問　
総
務
課
☎
４
３・９
０
１
０

「
図
書
館
野
田
川
分
室
」
会
計
年
度
任
用
職
員

を
募
集
し
ま
す

採
用
人
数　
１
人

任
用
期
間　
11
月
１
日
～
令
和
３
年
３
月
31
日

※ 

勤
務
成
績
等
に
よ
り
再
度
任
用
あ
り

採
用
条
件　
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る
方

業
務
内
容　
与
謝
野
町
立
図
書
館
野
田
川
分
室

で
図
書
の
貸
出
業
務
に
関
す
る
作
業

勤
務
日　
原
則
と
し
て
週
１
、２
回
（
主
に
土・

日
・
祝
日
）
１
日
７
時
間
半
の
勤
務　
　
　
　

 

※ 

シ
フ
ト
制
の
た
め
、
他
の
勤
務
日
を
指
定

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

賃
金
額　
時
給
１
０
５
２
円
〔
図
書
貸
出
事
務

員
（
資
格
無
）〕　
※ 

そ
の
他
の
手
当
て
・
勤

務
条
件
は
与
謝
野
町
一
般
非
常
勤
職
員
等
の
任

用
、
勤
務
条
件
等
に
関
す
る
条
例
等
の
規
定
に

よ
り
支
給
・
勤
務
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す

選
考
方
法　
面
接
に
よ
り
採
用
者
を
決
定

問
・
申　
９
月
24
日
（
木
）
午
後
５
時
ま
で

に
図
書
館
本
館
（
☎
４
６・２
４
５
１
）
へ
。

※ 

申
込
用
紙
は
図
書
館
全
館
で
お
渡
し
す
る

ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
に
つ
い
て

～
夜
間
・
休
日
も
受
け
取
り
が
可
能
で
す
～

　
平
日
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

が
難
し
い
方
は
、
夜
間
窓
口
ま
た
は
休
日
窓
口

を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ご
利
用
の

際
は
必
ず
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

夜
間
窓
口　
毎
週
水
曜
日
の
午
後
６
時
半
ま
で

※ 

予
約
締
切･･･

前
の
週
の
金
曜
日

休
日
窓
口　
10
月
11
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午

後
０
時
半　
※ 
予
約
締
切･･･

10
月
８
日（
木
）

受
取
場
所　
野
田
川
庁
舎

問
・
申　
住
民
環
境
課
☎
４
３・９
０
３
０

女
性
相
談

家
庭
内
の
問
題
、
夫
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
、

職
場
内
の
問
題
、
人
間
関
係
な
ど
、
女
性
が
抱

え
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や
生
き
づ
ら
さ
を
、
女

性
の
相
談
員
が
お
聞
き
し
、
一
緒
に
考
え
て
問

題
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
。

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に

よ
り
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

相
談
日　
10
月
20
日
（
火
）
午
後
１
時
～
４
時

※ 

当
日
申
し
込
み
も
で
き
ま
す
が
、
前
日
ま

で
の
予
約
が
０
件
の
場
合
は
中
止
し
ま
す

場
所　
知
遊
館

相
談
方
法　
１
人
50
分
程
度
。
要
予
約
。

定
員　
３
人

相
談
員　
女
性
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

問
・
申　
企
画
財
政
課
☎
４
３・９
０
１
５

与
謝
野
町
徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

最
近
、
認
知
症
な
ど
の
理
由
に
よ
り
行
方
不

明
と
な
ら
れ
る
方
が
全
国
的
に
増
え
て
い
ま

す
。与

謝
野
町
で
は
、
福
祉
事
業
所
や
民
生
委
員

さ
ん
な
ど
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
徘
徊
に
よ
る

行
方
不
明
者
を
少
し
で
も
早
く
発
見
で
き
る
よ

う
、
情
報
伝
達
・
収
集
や
気
配
り
・
目
配
り
を

行
う「
与
謝
野
町
徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

を
組
織
し
て
い
ま
す
。
ご
親
族
な
ど
、
身
近
な

方
に
徘
徊
の
可
能
性
が
あ
る
場
合
は
、
ぜ
ひ
利

用
登
録
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

申
請
に
は
登
録
書
お
よ
び
写
真
が
必
要
で
す

■ 

対
象
者
の
方
が
介
護
認
定
を
受
け
て
お
ら

れ
る
場
合
は
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
も
ご

相
談
の
上
、
申
請
を
お
願
い
し
ま
す

問
・
申　
福
祉
課
☎
４
３・９
０
２
１

海
外
か
ら
身
に
覚
え
の
な
い
「
種
子
」
や
「
苗
」

が
届
い
た
ら･

･
･
･
･
･

　
最
近
、注
文
し
て
い
な
い
植
物
（
主
に
種
子・

苗
）
が
海
外
か
ら
郵
送
さ
れ
て
く
る
事
例
が
多

発
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
与
謝
野
町
内
で
も
同

様
の
事
例
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、
注

文
し
て
い
な
い
植
物
が
郵
送
さ
れ
て
き
た
場

合
、
絶
対
に
開
封
や
植
え
た
り
せ
ず
町
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問　
農
林
課
☎
４
３・９
０
２
３

与
謝
野
町
駅
伝
競
走
大
会
を
中
止
し
ま
す

　
第
13
回
（
２
０
２
０
年
）
与
謝
野
町
駅
伝
競

走
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
大
会
関
係
者
の
安
全
を
十
分
に

確
保
で
き
な
い
状
況
で
あ
り
、
大
会
実
施
が
極

め
て
難
し
い
こ
と
か
ら
、開
催
を
中
止
し
ま
す
。

問　
与
謝
野
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
☎
４
６・６
０
０
６

子
育
て
支
援
員
養
成
講
習
会

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
援
助
や
子
育
て
支
援

の
た
め
の
「
ひ
と
り
親
家
庭
日
常
生
活
支
援
事

業
」
推
進
の
た
め
、
子
育
て
支
援
員
養
成
講
習

会
を
実
施
し
ま
す
。　
※ 

受
講
料
無
料

日
時　

▼ 

講
義　
①
10
月
18
日
（
日
）
午
前
９
時
半

～
午
後
４
時
45
分　
②
10
月
25
日
（
日
）
午
前

９
時
45
分
～
午
後
３
時　

▼ 

実
習　
１
日
（
日
時
・
場
所
未
定
）

会
場　
京
都
府
立
中
丹
勤
労
者
福
祉
会
館

対
象
者　
京
都
府
内
（
京
都
市
除
く
）
に
在
住

し
、
ひ
と
り
親
家
庭
日
常
生
活
支
援
事
業
の
家

庭
生
活
支
援
員
と
し
て
登
録
し
よ
う
と
す
る
方

で
、本
講
習
会
の
全
日
程
に
出
席
で
き
る
方（
母

子
家
庭
の
母
、
寡
婦
、
母
子
会
会
員
・
非
会
員

を
問
い
ま
せ
ん
）

定
員　
20
人
程
度

問
・
申　
９
月
18
日
（
金
）
ま
で
に
子
育
て

応
援
課
に
あ
る
受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
京
都
府
母
子

　～９月の祝日のごみ収集について～
　９月21日（月）は祝日ですが、ハッピーマンデーのため、通常通どおりごみ収集を行います。９月
22日（火）は祝日のため、ごみ収集は行いません。お間違えのないようお願いします。
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納期を過ぎた町税の納付相談窓口
京都地方税機構 丹後地方事務所
京丹後市役所 大宮庁舎 ３階
問　0772-68-1041

滞納税相談窓口

今月の納期

9/30（水）まで
町 府 民 税　第３期
国民健康保険税　第４期
介 護 保 険 料　第４期
新型コロナウイルスに係る徴収
猶予は各課へご相談ください



防災訓練の詳しい内容については、

９月１０日（木）に各戸配布する防災訓練の案内でご確認をお願いします

問い合わせ　防災安全課　☎ 43-9011

近年、全国的に発生する洪水・土砂災害の発生状況を鑑み、
10 月 18 日（日）に風水害・土砂災害を想定した防災訓練
を実施します。新型コロナウイルスが収束していない中でも、
災害時には危険な場所にいる人は避難することが原則です。
もしもの時に備え、安全確保の行動を実践しましょう。体調
確認や身体的距離の確保、マスクの着用など、感染症対策を
行っていただき、訓練へのご参加をお願いします。

防災訓練 10 日

午前９時 ～ 

/18

当日までにすること

「避難行動判定フロー※」を参考にして、避難情報（避難準備・高齢

者等避難開始、避難勧告、避難指示）が発表された場合の避難行動を

再確認してください。

当日にすること

訓練当日までに確認した「避難行動判定フロー」を参考にして
各自で避難の準備を開始してください
※避難に時間がかかる方は避難行動を開始
※非常持出袋の確認、家族内での有事の連絡先の再確認等

午前９時００分：▼

各自で避難行動を開始してください。ただし、安全な場所にいる人
まで避難場所に行く必要はありません。また、避難先は、小中学校・
公民館だけではありません。安全な親戚・知人宅に避難することも
考えてみましょう。

午前９時１５分：▼

今回の訓練では隣組で実践いただく避難行動の報告訓練を同時進行
で実施します。隣組各世帯で実施いただく避難行動は隣組長様を中
心に確認いただき、区へ報告いただくこととしていますので、スムー
ズな報告訓練ができるようご協力をお願いします。

午前９時３０分：▼ 隣組内の避難行動が終了した隣組から、隣組長が区へ
報告を行い訓練を終了

警戒レベル３　避難準備・高齢者等避難開始発表

警戒レベル４　避難勧告発表

サイレン吹鳴

防災行政無線放送

ＦＭ告知放送等

サイレン吹鳴

防災行政無線放送

ＦＭ告知放送等

風水害・土砂災害想定

対象：町民のみなさま

※９月 10 日（木）に各戸配布する防災訓練の案内をご参照ください

各戸配布
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